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 “食”は旅に鮮やかな彩りを添え、旅を魅力的で思い出深いも

のにしてくれます。旅行者は“食”を求めて国内外各地を訪れ、

名物や郷土料理を楽しむことでその土地の食文化に触れること

ができます。一方、受け入れ側となる地域は、「地産地消」「スロ

ーフード」「食育」な “食”をテーマとするまちづくりに取り組むこ

とにより、観光振興や地域活性化を目指します。このように、観

光を考えるうえで、“食”はなくてはならない重要な要素と言えま

す。 

 

 観光研究分野においても、“食”が観光に与える影響や効果

に対する関心が高まっています。例えば、“食”を活かした旅行

者のリピーター化や滞在時間の延長策、“食”を通じた観光産

業と農林水産業との連携(食の   ド化、農山漁村観光)、地

域固有の“食”と景観を活用した文化的景観の保存・活用、観

光を通じた国内外の多様な食文化・食習慣の理解な が挙げ

られます。これらの研究は、“食”を活かした観光のあり方を考

えるうえで、重要な示唆を与えてくれます。 

 

 本展では、「観光における“食”の役割」をキーワードに、国内

外の旅行ガイド ックや“旅と食”に関する国内外の研究図書等

の資料を展示します。ぜひ多くの方に当館を訪れていただきた

いと思います。 

 

◆ 特別展示◆ 

「観光における”食”の役割」 
2013年 10月 1日(火)〜2013年 11月 29日(金) 

 

旅の図書館からのお知らせ    

2013年 9月 30日    



■展示書籍リスト■ 

 


